
 - 1 - 

令和６年度 第５回白井市市民活動推進委員会（全体会）会議録 

 

1. 開催日時 令和７年３月１０日（月）午後１時３０分～３時３０分 

2. 開催場所 白井市役所 東庁舎３階 会議室302～304 

3. 出席者 関口宏聡委員、出川真也委員、赤間賢二委員、成田秀雄委員、 

大田茂子委員、富澤賢司委員、菊池由紀子委員、髙城久美子委員、 

木下新治委員（名簿順） 

4. 欠席者 鈴木清孝委員、近藤健司委員、篠原美保委員 

5. 事務局 鈴木市民活動支援課長、石田主査、伊東主事補、 

渡辺しろい市民まちづくりサポートセンター長 

6. 傍聴者 なし 

7. 議事 

（１）令和７年度白井市市民団体活動支援補助金の募集について[公開] 

（２）南山小学校区まちづくり協議会の設立について[公開] 

（３）しろい市民まちづくりサポートセンターの取組状況について[公開] 

（４）今後の委員会予定について[公開]  

8. 会議概要 

（１）令和７年度白井市市民団体活動支援補助金の募集について[公開] 

（事務局説明） 

○委員長 ありがとうございました。おおむね今、御説明いただいたとおり、昨年同様

ということです。公募も迫っておりますし、説明会も迫っているので、制度を今さら補

助率を変えるというのは厳しいのですけれども、例えば団体紹介という１ページ目のと

ころとかは、過年度のこの場で、昔はなかったのですよ、これ。いきなり３ページから

始まっていたのですけれども、今回で言うところの具体的にどういう団体が採択されて

いるかも載せたほうが、申請する団体さんにとってもイメージが湧きやすいのではない

ですかという御意見があったので、入れてもらっているという経緯があります。 

 例えば、そういった工夫は今からできますので、何か内容に関する御質問ないしは御

提案、御意見があれば承りたいと思います。 

 どうぞ。 

○●●委員 ３番の申請できる団体で、⑥宗教活動または政治・選挙運動を目的として

いないこと。それから４の対象になる事業の※印、公益活動とはというところで、不特

定かつ多数の市民の利益の増進に寄与することを目的として、自主的かつ自発的に行う

活動とございますが、多分、以前質問があったと思うのですが、例えば柏市のホームペ

ージを見ますと、公益活動とは、非営利かつ自主的な活動で、不特定かつ多数の者の利

益の増進に寄与することを目的とする活動のことです。 
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 この政治、宗教のところは、政治、宗教、営利を目的としていないということで、非

営利という言葉が入っているのですね。これが入っていないということは、営利であっ

てもよろしいですよという理解でよろしいでしょうか。 

○事務局 基本的には、営利ないし営利目的の事業については、対象外とさせていただ

いております。ただ、非営利という文言が入っていないことにより、申請する団体さん

が混乱してしまう可能性もあると思います。先ほどおっしゃっていただいた非営利の部

分を追加したほうがよろしいかと思いますので、そこを修正させていただく方向でよろ

しいでしょうか。 

○委員長 自明ということでやっていましたけれども、もちろん事実上求められている

のは書いたほうが分かりやすいと思いますので、そういうふうにしていただければと思

います。 

 ほかはいかがでしょうか。 

 では、私のほうから気づいた点を何点か。まず１ページ目、表紙なのですけれども、

問い合わせ先・申請書類提出先というところに、メールアドレスを入れてもいいかなと

思いました。 

 あと、１ページ目の桜の会さんの写真は、入るということでいいのですよね。 

○事務局 桜の会さんに連絡頂いているのですけれども、基本的に行っている事業が、

子供たちが主役の地域活動ということで、子供たちが映っている写真がほとんどで、こ

ういったところに子供たちの顔の写真を載せるのはどうなのかなと御相談をいただいて

おりますが、載せないということはしない方向でいます。 

○委員長 チラシとかでもいいのです。下の未来につなぐ会さんもチラシとかなので。

レイアウトが狂ってきてしまうので。 

○事務局 ないと寂しいので、メンバーの集合写真とか、先ほどおっしゃっていただい

たチラシとかがあれば、そちらを提供していただいて載せようかと思っています。 

○委員長 お願いします。 

 最後９ページの公開プレゼンテーションなのですけれども。これは今日の最後にある

日程調整を経て、日程は書き込めるということでいいのですか。 

○事務局 はい。 

○委員長 では、今日お出ましいただくというのと、白井市さんの場合は足切りがない

ので、全団体に公開プレゼンテーションを義務づけているという関係上、貴重なお時間

を頂くわけなので、お勤めの方は有給とかを取っていただかなければいけないので、日

程が定まったら必ず入れておいてください。 

 私のほうからは以上ですが、皆さん、ほかにいかがですか。 

 どうぞ。 

○●●委員 ３ページ目の活動発展型、補助率の上限と書いてあるのですが、１回目
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80％、２回目と３回目が50％の補助率ということなのですが、私市民委員からの所見で

申し上げると、団体さんが補助終了後の報告会の場で、これからどうしていこうかとい

うような団体さんがいらっしゃいましたので、ここは対象経費の80％、50％と言われて

も、補助対象外のレシート・領収書とか当てはまらないものも多数あったりして、当初

実績報告書で出してきたものと違ってきたりするものもあるとは思うのです。 

つまり、80％の補助を受けて、２回目と３回目も50％を受けて、４回目はなくゼロで

すよ、自分たちでこれからも発展してくださいと、制度の目的からは当然ですが、この

３年間で本会計だけ膨らんでしまってハシゴを外されたというような団体の発言はあま

りいただけない。ここの御説明を行政が重点的にしていただくということを是非お願い

したいと思います。 

言い方はともかくボランティアの集まりで、現役リタイアした素人の一般市民ですか

ら、補助ありきということではないですが、そもそも活動発展型なので、3回目終了で

事業がしぼむのではなく、さらに次はこうしていくようなイメージを最初に一緒に考え、

フォローしつつ、補助終了後の事業発展を見据えられるよう３年の間に案内し、補助終

了後は場合によっては市役所内の関係部署・各課に繋げて、願わくば福祉であれば市の

事業に繋げる、NPO法人化して介護等認定事業所になる、清掃や活動系ボランティアで

あれば公園や土木の業務委託に繋げるなど、同じく団体のNPO法人化の手伝いも視野に

いただければと思います。市民活動団体の発展型なのでこのような法人化に限らず発展

をしていく例は制度の目的からして望ましい。今はその点が抜けているというか、団体

の「自主性」に期待し過ぎている、または制度が手薄なのかもしれません。いずれにせ

よこの補助をうけてより地域課題を解決する、そのなかからNPO法人化して非営利の事

業を続けるというのが最も理想的です。 

補助を受け続けて今までのような事業は続けられないという団体は見たくないです。 

補助によりホップステップジャンプから団体の活動を発展するというのが制度の狙い

なら尚更です。 

以上、私、市民委員のこの制度に対する理解として「意見」と「お願い」を述べさせ

ていただきました。 

○事務局 ありがとうございます。その点、以前の会議でも御指摘いただいていたかと

思います。３月21日の説明会のときには、現状２団体が来るということでお話をさせて

いただいておりますが、その団体はもう今、補助を取ることがどちらかというと目的に

なってしまっているという御意見がありましたので、私たちも、ここで４回目以降のこ

とも考えて補助を受ける心づもりでいてくださいというようなことは強調して、説明会

のほうは開催したいと思っています。 

○委員長 一応確認ですけれども、対象外となる事業の６ページ目のところです。国や

県、市などから他の補助金等の財政的支援を受けている、または受ける予定の事業とい
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うのは、逆に読むと、これらの主体でなければ、つまり50％補助ということは、50％自

己資金を持ってこなければいけないわけですが、残りの50％については、いわゆる民間

の助成金とかを充ててもオーケーということでよろしいですか。 

○事務局 その辺を後から実はそうでしたよと言うのではなくて、事前に言っていただ

いて、この委員会で、そういう事情で、半分はほかの外部から補助金が出ている。 

 たしかグリーンレンジャーさんのアダプトプログラムとかがそれに類するものなのか

と思いますが、そこでは足りないので、この市民団体活動支援補助金の助成を受けたい

のだみたいなことで、委員の皆様に了解いただいた上で受けていただくというのは、過

去にも実績がございます。 

 それは今、委員長がおっしゃっていただいたような同じ補助を受けて利益を得るとい

うか、結果プラスになるみたいなものですと、こちらは認められないと考えております。

足りない分を補塡するという形では、認めているような状況です。 

○委員長 何分の１補助ずつ足せば100になるという話なのでね。ありがとうございま

す。 

 ほかはいかがですか。 

 どうぞ。 

○●●委員 これの申請書類に変更はないのですよね。前回のままということでよろし

いでしょうか。 

○事務局 そうです。 

○委員長 何かありますか、そこ。 

○●●委員 いつも数字が見づらいと思っていたので。 

○委員長 細かいところで直せるものは直していただいてというところになりますが。 

 ほかいかがですか。 

 はい。 

○●●委員 委員長から話のあった件に関連しますが、他市の市民活動団体の中には、

市の補助を受けながらクラウドファンディングを受けている市民活動団体がございます。

昨年の今の時期に県庁でそのような団体が取り上げられていました。 

そうすると、先ほどのアダプト、民間の補助金は大丈夫だということですが、今「ク

ラウドファンディング」というものが、民間の投資の枠を超えて、市民活動にも浸透し

てきているのを目にしています。例として桜の時期にイベントとして河川のライトアッ

プの団体など、私も目にすることが多くなってきたので、この補助金との兼ね合いとい

うのもリターンの観点から本会計の収支で想定しておいたほうがいいのかなと思いまし

た。 

○事務局 承知しました。クラウドファンディングと話がずれてしまいますが、この補

助金を受けているグリーンレンジャーさんは、前の皆様も御見学いただいたように、結
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構活動にお金がかかるというようなことで、この補助金だけではなく、そこからの伴走

支援なんていうのも、以前、委員の皆様から御指摘をいただいていたところなので、補

助金をまちサポ経由で提案を受けて申請を出し、補助金を得たという実績はありますの

で、クラウドファンディングでの補助とアンテナみたいなものも、これから、まちサポ

と連携して、張っていければと思います。 

○委員長 一応確認ですけれども、自己資金分を要は対象外にある事業というところに

書かれているのは、つまり基本的な補助金、例えば定期的なのが白井市の補助金で、白

井市の補助金を既にもらっているのに、そこの事業に重複してやるというのは、二重補

助みたいになってしまうので、やめてよねというお話であって、例えば今、●●委員が

おっしゃった２、３年目の50％補助。つまり２分の１しか補助金が出ないということは、

残りの半額、自己資金を何とか持ってこないといけない。そこの手法については、団体

の創意工夫に任されていて、別に会費や寄附金、参加費とか、あるいはクラファンで集

めてもいいし、民間の助成金を持ってきてもいいし、借入金を起こしてもいいしと、極

端な話ですよ。というようなことは、これまでもある程度認めてきているということで

すので、そこは団体さんが自己資金分をどう賄うかというところは、まちサポさんでも、

先ほどお話が出ましたけれども、参考としてあげてほしいなと思います。 

 ということで、ほかはいかがですか。 

 どうぞ。 

○●●委員 ５ページについてです。補助対象となる経費。私が未熟なのかもしれませ

んけれども、分からないところです。消耗品費、原材料費の１点１万円未満のもの、な

ぜ１万円未満なのか。あとは一番下、備品購入費、これは１点１万円以上のもの、なぜ

１万円以上なのかということでお願いします。 

○委員長 というところで、幾らに設定するかは、各いろいろな設定方法があると思い

ますがいかがでしょう。 

○事務局 お答えをさせていただきます。シンプルに要綱をそのまま転記しているよう

な形です。要綱上そうしているからという、ただそれだけです。 

 ですから、ここを変えるとなると、逆に言うと、要綱を変えなければいけない、その

ような形になります。 

○委員長 大丈夫ですか。税法とかだと10万円以上とかですが。 

 ほかはいかがですか。大丈夫ですか。 

 そうしましたら、御指摘のあった点を直せるところは修正していただいて、この募集

要項案のほうは、それをもって確定としてください。 

 

（２）南山小学校区まちづくり協議会の設立について[公開] 

（事務局説明） 
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○委員長 ありがとうございました。それでは、報告について、特に若者の参画につい

てというところで、御意見、御提案いただければと思います。いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○●●委員 ただいまお話の中で、私どもまちづくり協議会の活動は３年目になります

けれども、若い人が一番難しいですね。何かというと、PTAさんもなかなか活動が本格

的に動いていないというのがありまして、父兄の方々も、PTAをやめたいというような

ところも結構出てきています。 

 こういうことからも、本当に根本的なもの、子供たちを守るとか、朝の見守りなんか

もやっています。それもPTAが交替でやっていますが、それもやりたくないからPTAに入

らないとかという話も出てきます。やらない人が増えています。ここら辺の自分の子供

たちというのを、この子たちを見守っていこうという人の気持ちが薄れてきたのかなと

私は気がします。 

 私どもは、昔から地域のお父さん、お母さんに見守られてきた傾向がありますけれど

も、その辺が薄いなという印象です。僕らとしては、本来は自治会をもうちょっと活発

にすることが大事だなと思いますが、なかなか自治会も会員になりたくないという状況

も今ありますし、昨日も自治会の会合の中で話が出たのが、自治会をやめたいというこ

とだったりします。 

 そういう中で、まちづくり協議会の活動をしていますが、何か事業を少しでもやって

あげて、子供たちを巻き込んだ、遊びにしても何にしても、そういうウェイトを多くし

てあげた中で、それに携わる父兄も含め、それから地域の方々も含めた形の中から、そ

の活動をしてくれる人たちが集まったときに、若い人でも、知らない人でも、できるだ

け声をかけるようにはしているのです。声をかけて、一本釣りじゃないですけれども、

役員をどんどん拾っていくようにしています。 

 少し前にコロナがありましたので、祭りごとがかなり少なくなってしまったことから、

人材が少なくなったことは間違いない、参加する人も少なくなったことは間違いないの

です。 

 それも含めて、そういう形で、できるだけ子供たちに直接ではないですが、種まきと

同じように、子供たちの思いを胸に、地域の方の思いを、祭りごとにしても、やってあ

げるというものをつくっていることをやっています。 

 あと、中学生の子たちを必ず活動の中に入れるように、依頼をかけてお願いをしてい

ます。うちのほうでは●●中学なのですけれども、そこへお願いして、スタッフ、ボラ

ンティアのほうをお願いしたりしています。ですから、なかなかどうやったらいいのか

というのはないのですが、ただ、今現在、模索中です。 

○委員長 ありがとうございます。ほかはいかがでしょうか。若者から離れていただい

ても大丈夫です。 
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 どうぞ。 

○●●委員 事実関係の質問になりますが、この小学校区単位のまちづくり協議会とい

うことで、小学校側にはコミュニティスクールの生徒が入っているのでしょうか。 

○事務局 お答えします。今、市内の小中学校は、先行して令和６年度に桜台、令和７

年度から全小中学校ということで、実はコミュニティスクールの委員を●●さんになっ

ていただいたりとか、そういう感じです。 

 あとは、先ほど手を挙げていただいた●●委員も、コミュニティスクールの評議委員

を担っていただくというような状況だということです。 

○●●委員 関連しての質問ですが、白井高校もコミュニティスクール導入校でしたよ

ね。 

○事務局 白井高校は県立高校ですが、コミュニティスクールを導入しておりまして、

そこでの委員は、主にはOBの方であったり、学識の方であったり、あとは私も実は地域

の交流担当みたいな形で仰せつかっているような状況です。 

○●●委員 それを確認した上で、いわゆる「若者」というのが、どのぐらいの年齢層

になるのかというのも関係しますが、小学校、中学校の親御さんぐらいまでがおそらく

白井市では若者の部類に入ってくると想定しますと、学校側からのアプローチというの

も、「若者」を取り込むうえで、すごく有効だと思うのです。教育部署からのアプロー

チが重要ではないかということですね。 

 コミュニティスクールからアプローチすると、地域と連携して、ともに子供たちを育

てていく、教育していくという、そういう論理となってきます。学校の先生方をはじめ

として、地域に参画していくという、そういう趣旨となりますので、ぜひ学校、教育関

係の予算なんかも投入して取り組んでいくという、そういう仕組みも含め、行政内でも、

より一層、教育セクションとも連携してやっていただけるといいのではないかと思うの

です。 

 おそらく地域学校教育の地域コーディネーターといった人材配置も、できるのではな

いかなと思いますので、人材を取り込むうえでも有効だと考えます。 

○事務局 配置できる人数になっているのですが、今の市の教育委員会の話を聞くと、

まずは会議体制を整えてというような状況かと思います。 

○●●委員 さっき若者のお話があったのですが、こちらの協議会側では、ぜひ市民活

動側においては、人材がすごく育ち始めています。特に、地域に根差した知恵や技術を

持たれている方が育ち始めていますから、ぜひ早期にそういった地域コーディネーター

といいますか、地域学校の連携のコーディネーターをきちんと予算立てして、国からの

補助金にもあったかと思いますので、配置して動けるようにされるといいかなと思うの

です。 

 もしかすると、教育委員会側では把握していないのかもしれないのですが、こちらの
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部署でいろいろと話をしていると、地域側の熱い思いを持った方々は育っていて、可視

化もされているので、有効な連携ができると思うのです。 

 もう一つ、社会教育士という国の称号制度が始まって、実はこの称号を持たれている

方が、市内に結構いらっしゃるのではないかというふうに思います。ぜひ、そういった

地域の人材育成や学習・教育実践に長けた方を掘り起こしていただいて、どんどん投入

していくと有効かと思います。こういう取組の成功の鍵は、やはりそういった個々の地

域スキルを持った方をつないでいくというコーディネートとかファシリテートとか、そ

ういったところが大事になってくるかと思うのです。つなぐ人材の配置が重要です。そ

ういった人材をぜひ活用できるような仕組みをこちらからも教育セクションと連携して

提案していくと、自ずと親御さん世代というか、それから子供たちの先輩になる大学生

世代を引いてくる要素になるかなと思っております。 

 あと、昨年すごくよかったのは、ボランティア体験でしたかね。ああいった取組を同

時並行で、今お話ししたような教育分野との連携で進めていくということも有効じゃな

いかなと思いました。 

 以上です。 

○委員長 ありがとうございます。ほかいかがですか。 

 どうぞ。 

○●●委員 PTAとはほかに、おやじの会とか、あとイクメンとか、そういうお父さん

たちが中心になっている活動があったと思うのです。清水口小学校とかは、割とおやじ

の会が盛んなのかなというふうに思っています。 

 子供たちが喜ぶような水鉄砲で遊ぶ水鉄砲大会みたいなのも、広く、清水口小学校地

区だけじゃなくて、池小とか南山小学校とかにも広げて活動をされていたみたいです。

割とお父さんたちが子供たちのためにというような熱い気持ちを持っている方が多いの

かなというふうに思ったので、そういうところに声をかけるのも一つかなと思います。 

 あとは、サッカーとか、野球とか、小学校のクラブチームみたいなのがあるじゃない

ですか。そういうところでコーチをやっているお父さんたちも、ボランティア精神が旺

盛な方が多いと思うので、そういうところからつながっていったらどうかなというふう

に思いました。 

○委員長 ありがとうございます。何かありますか。 

○事務局 ありがとうございました。おやじの会さんには、実はお声がけをさせていた

だいて、清水口のまちづくり協議会準備会に御参加をいただいております。 

 サッカーですとかそういったスポーツ、球技のコーチというアプローチは、今までそ

ういった発想がなかったので、どういうふうにアプローチしていったらいいのかという

面もありますが、参考にさせていただければというふうに思います。 

○委員長 ありがとうございます。ほかはいかがですか。 
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○●●委員 まちづくり協議会さんのほう、私も少し市と関わりながら、どうやってこ

れから特に地区社会福祉協議会と連携していくかという話を進めさせていただいており

ます。 

 先ほどから協議会と、私の中では地区社会福祉協議会もあって、ちょっと混乱するな

というのもありますが、地区社会福祉協議会は、住民主体で30年以上にわたって地域活

動を行っています。今日も地区社会福祉協議会の関係者の方が何名かいらっしゃいます。 

 世代間を超えた地域づくりということで、赤ちゃんから高齢者まで、特に最近は高齢

化に基づいて、高齢化が進んで、高齢者の方というイメージが強い社会福祉協議会なの

ですが、当然サマースクールによる高校生、地域では食事会で子供さんを呼んだりとか、

または、保育園に訪問して、保育園の赤ちゃんたちと一緒に活動をしたりとか、様々な

活動を進めていく中で、担い手としての推進は、やはり高齢化が進んでいるという、ま

さしく若い人を取り込んでいかなきゃいけないという状況を迎えているのは、切実なと

ころだと思います。 

 それでも一部の地区社会福祉協議会の中では、行事ごとにスポットで若いお母さんた

ちに協力してもらいながら、スポットの推進員を増やしながら、いずれその方が地区社

協の活動に理解いただいて、メンバーが少しずつとどまりつつある地区もあるというこ

とです。若い人を取り込むことは、少し時間がかかることだなというのを感じながらも、

少しずつ地区社協の中では、その芽も出てきているなという感じもしています。 

 なので、何々を皆さん協力してくださいという働きかけではなくて、例えば、こうい

う行事をやるから皆さん協力していただける方がいますかという、求めるものをはっき

りすると、若い方々や、または高校生とか、そういった方たちも理解しやすいのかなと

思っております。社会福祉協議会が十分そういった方を取り込んでいないというのを承

知の上で、少し参考になるかなと思いまして発言させていただきました。 

 以上です。 

○委員長 ありがとうございます。いかがですか。 

 どうぞ。 

○●●委員 事務局とお聞きしながら話したいと思います。本市の自治会の加入率は、

およそどの程度なのですか。 

○事務局 ６割切っている感じです。10年前ぐらいは、多分７割でしたので、どんどん

右肩下がりという感じです。 

○●●委員 それだけ加入していれば、本市は一見地域はある程度、協議会の下地とし

ては結束しているというふうに感じます。またマンション等の自治会は市には届出して

いないのも加味するともう少し上振れするのもしれません。ただ実態としては、私が若

いときに貸家を借りていた時を例に挙げますと、漠然と付き合いで加入しているだけと

か、ゴミステーションのためとか、真の住民自治とは違う実態が見えてくるものがある。
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校区のような狭い範囲で協議会をつくるとなると誰一人も取り残さないという覚悟もい

る。災害に強い白井市は平和でそれが更なる自治会加入率に繋がらないのであれば６割

から先を目指すのは行政として大変だと思います。住民自ら加入率を高めようとする仕

掛けが必要と感じます。 

 さきほどPTAのお話もありましたけれども、他市町村だと、PTAが破綻して民間に業務

委託し始めているところもあります。「まちづくり協議会」というのは、多分、全国見

渡しても、すごくうまくいっているのはどれだけあるのかと疑問は残ります。行政がい

くらシンポジウム含め啓発しても地域には響かない場合もある。義務的経費や重点事業

ではないから予算もまともにつかない。市の地域特性も農家、開発済市街地、新市街地

と本市はデータセンターを置くような強固な地盤があり、まちづくり協議会先進市の香

取市と比べるととても災害に強いが、一部そうでない地域もある。つまり、住民が危機

感を持って優先順位を高める地域とそうでない地域もある。自治会の加入率とそこに住

む住民のニーズと危機感なくしては、いかに行政が取り組んでも押し付けになってしま

わないか。真に取り組むためには「核」となる人材育成が地域に必要と感じます。 

そこで人材発掘の話ですが、事務局にお聞きしますが「まちづくり協議会」の枠組と

は、おおよそどれぐらいの校区とか、例えば中学校区とか教えてください。 

○事務局 小学校ですね。市内だと９小学校があるので、９協議会をつくっていくとい

うところなのですけれども、今現在は４つ設立済みで、５つ目に取り組んでいるという

ような状況です。 

○●●委員 分かりました。 

 手元の協議会のチラシの写真にも載っていますが、ご高齢の方が多いですね。 

市としては、これから徐々に人材発掘をしていきたいということですが、今のバトン

タッチの手法だと協議会の先の絵が私には全く描けない。 

昨年実施した「しろいワカモノ×まちづくり作戦会議」ですが、私も過去に人材発掘

で苦労した身から意見を述べると、「しろいワカモノ×まちづくり作戦会議」は、県内

外でも画期的な報告事例だと印象を受けました。 

例えばこのような例を応用して考えると、白井高校の市内在住者がどのくらいいるの

か分からないですが、そこがベースになってくる可能性があると思います。人材発掘が

望めないとすると人材育成の観点から、今すぐではないが10年単位で将来災害になった

としても住民自治での結束力に期待ができると思います。これは仮定の話なので社会人

になっても市内に定住の前提ですが。 

 ここで例えば中学校区であったとしたら、中学校と白井高校が連携してみると大学、

その先社会人まで描ける可能性はあるのかもしれない。 

「しろいワカモノ×まちづくり作戦会議」では高校生とそれを見守る「保護者」の関

係があった。私も子を持つ親としては、子供が体育祭、文化祭、ボランティアとか何で
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もいいですが、保護者としては、子供を見守り、我が子が活躍し社会に貢献する姿をぜ

ひとも見たい。その中で、保護者自身も手を出していく場面があったとしたら、それは

自然だと思います。 

だから今、自治会の中でバトンタッチだとかいっても、なかなか次の世代は定年延長

とかあって、市民活動団体も同じことが言えるのではないかと思います。もちろん第一

次ベビーブーム世代で作られた市民活動団体は、一定数淘汰されるものもあるとは思い

ます。 

つまり本当はバトンタッチを受けたくても受けられない環境なのです。「俺」がやっ

たから「お前」もやれではなくて、やれない状況がある。 

そうすると、今、定年延長云々という中で、さらに輪をかけてPTAに入ってくれとい

うのもなかなか難しくなっている先ほどの問題が発生する。白井でも保護者の役職は義

務になっている。 

  次に、今度は小中高と市内に通っている生徒の中で、小学校から中学校のお兄さん、

中学校から高校のお兄さんとか、そういう中から協働するという形でやると、お兄さん

の背中を見ながらというような形で輪も広がるのではないのかな。ここに中高のお子さ

んを持つ保護者が入ってきて、今までとは違うバトンタッチが繋がることに期待します。 

例えば中学校ということであれば、ある程度の年齢で地元に定住している生徒と保護

者ですから、地元の高校生の活躍を見てすごくよかったなと繋がると思うのです。 

そういう昨年実施した「しろいワカモノ×まちづくり作戦会議」のようなものの中で、

高校と中学校と連携を模索してみる。それを見守っている保護者、お父さん、お母さん

も一緒に関わってくる。そうすれば、家族、兄弟も一緒に連携できる可能性があるとい

うことなのかなと、これが将来のまちづくりの結束力に繋がり、地域のリーダーの人材

育成が行え、まちづくり協議会の強い骨格、柱になることを期待します。そのような柱

はいくらあっても良い。 

 繰り返しになりますが、私が今、本市の様々な思考錯誤のなかで感じたのが以上のと

ころで、その先は分かりませんけれども、昨年、「しろいワカモノ×まちづくり作戦会

議」の若者の中で熱く弁を振るう若者を見たときに、輝いている高校生が沢山いたのを

見まして安心しました。 

行政がいくら啓発し、お金をかけて器だけ作っても協議会が成功するイメージが湧か

ない。例えで住民から空き店舗でやっているが、逆に行政にスペースや補助してくれと

求められるように、行政は上手な「きっかけ」づくりに傾注し、シンポジウムとかにお

金をかけず地元の教育・企業等の資源を活かした企画に特化し、中学校のお子さんたち

がそのお兄さんたちを見ると、自分もやってみたいな、引き継ぎたいなというような人

材が産まれれば、将来全国的に他に類を見ない地元の核となるリーダーがいる「まち」

となり、まちづくり協議会や自治会の強固な結束力・住民自治に発展し、先ほどのチラ
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シとは違った多様な世代が混在する風景になっていくのではないのかなと思いました。 

 以上です。 

○委員長 ありがとうございます。 

○事務局 中学生をという御意見がありましたけれども、実は南山のまちづくり協議会

でも、特に防災部会は、災害はいつ起こるか分からない、授業中とかということも十分

に考えられる。そういったときには、中学生は必ず地域にいるし、戦力になり得る。だ

から南山は体制が整ったら、中学校にもそういった面で協力できないかというお願いに

行こうかという話は役員の中でされています。今お話を聞いていて、そういうところの

アプローチというのは、方向性として違っていないのだなというのが今、再認識できま

した。 

 あと若者まちづくり部のつながりという意味で言うと、実は、この清水口に入ってい

ただいた大学生のおひとりが若者まちづくり部にも、NPO体験会にも参加をしています。

そういった意識が高いから、参加しているというのはあるかと思いますが、一応まちの

取組にも参加して、このまちづくり協議会にも御参加をいただいているという状況なの

で、まちサポとの連携もしっかり取りながら、そういった方々のリクルートは引き続き

進めていきたいと思う次第です。 

○委員長 ありがとうございます。ほかの方いかがですか。 

 どうぞ。 

○●●委員 先日、社会福祉協議会との会議や生涯学習推進委員会に出たときにも同じ

ような、困ったねと。あんまり人、若くないよねというところが出ているのです。 

 その中で、今お伝えした若者というところがどの年代を指すのか分からないというと

ころなのですが、本当にPTAに当たる方々は、やっと子供が学校に行って、手を離れて、

仕事ができるところなので、なかなかこういったところに参加は難しいだろうなとは思

います。戦力になるのであれば、そこを狙いたいのは分かるのですが、多分そんなすぐ

には若者と言われるものは集まらないと思うのです。 

 各センターでやっているいろいろなイベントだったり、事業だったりのところで、子

供たちがボランティアで参加することって結構あるのです。その中でもボランティア証

明証みたいなのをお出しすると、とても喜んでくださって、参加していただいたり、そ

ういうことをやっているよというのを学校にお知らせすると、校長先生が見に来てくれ

たりとかして、そういうところがいいなと思っています。小学校、中学校辺りに種をま

いて育てていくのが、長期間ではありますが、いいのかなという気がしなくもありませ

ん。 

 さっきおっしゃっていたサッカーチームのパパとかは、子供たちが卒業すると、その

パパたちは、どれだけ一生懸命やっていても手が離れるのです。そういう人たちが本当

におすすめだと思います。 
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 桜台に来るサッカーチームがありますが、そこで頑張っているパパも、もう今年で終

わりなんだよとおっしゃっていましたから、そういう人たちをピンポイントで当たって

もいいのかなという気もしなくもないのです。 

 昔々だったら、子ども会とかがあって、知らない間にジュニアリーダーが育っていた

のだろうなと思いますが、今そういう取組もありませんし、市民大学も高齢者向けの事

業がとても多く、いきなり若者向けの30代を目指した学科をつくっても来ないよという

のは、しょうがないよねと思うのです。 

 そういうところで小学校、中学校の子供たち向けの何かやっていって、高齢者向けの

大学ではなくて、一般的な大学というか、小中学生でも参加できる大学があって、ここ

でやられている市民活動をされている団体さんの、それこそいろいろなところに行って、

何しているのみたいなのを参加から始まってもいいだろうし、時間はかかるのはしょう

がないかなと思いつつ、そんな感じです。終わりです。 

○委員長 ありがとうございます。ほかはいかがですか。よろしいですか。 

○事務局 すみません、事務局から質問させていただきたいです。ちなみに●●は、学

生さんのボランティアが多いという印象を私は以前、見学させていただいたときは思っ

ていて、学生さんというのは、どのようなつながりで参加されているのか、参考に教え

ていただけるとありがたいです。 

○●●委員 ボランティアセンターか、あとは市役所の職員さんのお子さんとか、やは

り身近な方々のような気がします。お一人、大学生の子で就職が決まったので、そちら

のほうに行かれるので、しばらくお休みされるのかなとは思います。 

 あとは、先ほど●●委員もおっしゃっていましたが、少年野球、サッカー、以前はふ

るさと祭りで各団体が、いなり寿司とか、おでんとか、豚汁とか、保護者と一緒にコー

チ、監督も、みんな一緒に２日間、ふるさと祭りで出店していた思い出もあります。 

 あとは、赤い羽根募金も、小学生、中学生も暮れに参加しているので、そういう方々、

子供たち、かなり学校と連携して赤い羽根募金に参加してくれるので、やはりほかのい

ろいろイベントに参加してくれる可能性はあると思います。 

○委員長 ほかの方はどうですか。 

 では私のほうから何点かですが、まず若者の取込みという言葉は、言葉を選ばなけれ

ばいけないですが、●●さんがお越しになったときに、重要なことを何度も強調されて

いましたけれども、若干それが薄れつつある気がするので言っておきますが、若者のや

りたいことを応援しているということが、ちゃんと成功している要素なわけです。 

 ただ単に、これは、それこそ皆さんも分かっていらっしゃるとは思いますが、単に人

手が足りないから手伝ってというだけ、単なる労働力として見ていたら、逆に聞きたい

が、そういう場に皆さんだったら行きたいですか。そういうことだと思います。 

 だから、ある程度御事情は私も分かるので、そういうところが足りないということを



 - 14 - 

おっしゃっていただくのは別に構わないとは思いますが、言われたとおりに、君はこう

やって、とにかくそれをやればいいんだということで言われて、高校生なり、大学生な

り、若者が楽しいなと思ってやるかといったら、それは労働に近くなってくる。それだ

ったら、普通にバイトで時給を払ってやってもらえばいいということになってしまいま

す。そこは若者の力を求めるにしても、こちら側が変わらなければいけない。私も自分

の団体も含めて、いつも心がけているところです。 

 例えば若者たちの企画をちゃんと受けて、それに対して何かまち協として、例えばユ

ース部会というのをつくって、そのユース部会にちゃんと予算をつけてあげて、若者と

して何か企画をしてもらったら、若者とかも呼びやすいと思いますし、それこそ先ほど

出てきたように、まちづくり部との連携だとか、白井高校の連携というのも、単に労働

力が足りないからというのも、取っ掛かりとしてはありかもしれないですが、そこから

発展せずに多分終わっちゃうと思うので、そこを例えば意思決定の場にメンバーとして

迎え入れるとか、または会長を高校生がやったっていいじゃないですかぐらいの、極端

な例ですが、ユース部会の部会長は白井高校の高校生に任せるとか、そういう意思決定

の場にもちゃんと入れてあげないと、それは結局、俺らは結局人手で、手足は動かして

いるけれども、決めるのは全部あの人たちなのかと思ったら、私だったら行きません。

そこは迎え入れる体制づくりも必要なのではないかなと思いました。 

 もう一つは、自分自身の経験から言うと、私はカブスカウトというのをやっていた経

験がありますが、100ある教育団体の一つとして、今、ボーイスカウトとかガールスカ

ウトとかも、そういう団体もありますし、先ほど言ったように、いわゆる様々な文化団

体、スポーツ系の団体さんというのもいっぱいいらっしゃるわけです。 

 輪の中にスポーツのスの字も出てこないので、そういうのを入れてあげると、先ほど

言った野球チームとかサッカーチームさんとかも、俺らもちゃんと入っているという参

加意識というか、参画意識というのも、この地域の各種団体等に入っているのかもしれ

ませんが、それでいったら、みんな地域の各種団体等ですから。きちんと迎え入れたい

のであれば、そういった例えばお名前を出してあげるとか、せめて敬意を払って仲間に

引き入れていくということは、大事なのではないかなというふうに思ったところです。 

 どうぞ。 

○●●委員 今お話しいただいた中で、私は今、●●というのを受けて私はやっていま

す。その中で、そういう担当がありますので、そこの行事の中で、小学校の子供たちと

か、地域の子供たちを祭りの事業をやるということについて、実行委員会をつくって、

実行委員会の委員として子供たちに企画をさせて、御協力いただくということを年に何

回かやっています。その辺もやっていければ面白いと思います。 

 それからもう一つ、20歳になる子供たちが、20歳の祭りをやる前に大騒ぎしたいのだ

ということで、中学、高校を卒業した20歳になる前の子供たちが、学校単位で毎年スク
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ラムを組んでいるのです。皆さん集めて、20歳の前夜祭というやつの舞台を作って、そ

ういう形の活動をやっていた経緯がずっとあります。十何回もやっていましたが、そう

いう発想が子供たちにあるとうれしいと思っていたのです。今は、そういう子供たちが

いなくなってしまったので寂しいのですが。私も第１回目から協力して、企画は皆さん

子供たちにやらせたのですけれども、人のサポートとか、いろいろなサポートした経験

があります。それぐらいの活気のある子供たちが今いないなと思います。 

○委員長 ありがとうございます。ちなみに成人式はまだやっているのですか。 

○事務局 やっています。梨光式という名でやり、かつ、まちサポと連携して、フォト

スポットを設置して、コーヒーを入れて交流の場というのは、今年の成人の日に行いま

した。 

○委員長 例えば、そういうときの配布資料とかに、まちづくり部の誘いとか、今出て

きたようなまち協に参加してみませんかみたいな、ある意味一網打尽にできるチャンス

ではないですか。成人式に来られている学生さんというか、そういう適齢期の方々に対

してアピールできる機会ってなかなかないと思うので、そんな機会をうまく生かしてい

ただきたいなというふうに私も思います。 

 あと結局、これも会議でワカモノ大作戦が出てきて、まだパッと書かれていないです

が、若者たちが溜まる場という言葉が正しいか分からないですが、ユースセンターとか、

勉強できる場所が欲しいというのは、どの班でも出ていた意見で、私も未だに覚えてい

ます。そういうところができれば、そこに来ている子たちをヘッドハンティングすると

いうか、声かけするということもできると思います。 

 さっきの話ではないのですが、相手がギブしているのに、テイク、テイクというのは、

それは虫のいい話だと私は思うのです。こちら側も、例えばユースセンターとか、勉強

できる場とか、多少、汗をかいてやることは必要でして。それで、白井市で、きちんと

ああいった場で意見を言えば実現してくれるんだと認識する。そういうことが市民プラ

イドというか、白井市という地元への愛着にもつながってくると思います。せっかく出

てきた意見というのを聞き流さないで、１個でも２個でもいいからちゃんと実現してい

くという姿勢が、ある意味白井市に問われていると思います。若者たちだって馬鹿じゃ

ないので、ちゃんと見ています。そういったことをやってくれる市なのか、そうじゃな

いのかというところで、今日出てきたような、わざわざ自分の貴重な時間を使って、ま

ち協に参加しようかと思うときの少し関わってくると思うのですよね。 

 なので、一つ一つの、全国どこでもこれは悩んでいる話なので、どの自治体でも試行

錯誤しています。別に私は、白井市の状況が極端に悪いとは全く思いませんが。なので、

せっかく芽は出てきているので、先ほど話で言ったようにそれをぜひ育てていっていた

だきたいなと思いました。 
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（３）しろい市民まちづくりサポートセンターの取組状況について[公開] 

（事務局説明） 

○委員長 多分、御説明いただいたことでイメージはできたのかなと思いますが、これ

については、引き続き、先ほどは小学校区単位での、かなり地域密着での若者参画のお

話でした。 

 これ、３市をくくって何か呼び方はあるのですか。あまりないですか。ではその３市

の連携ということで、これをやるということです。これは、やや広域、北総線沿線と言

っていいのか分かりませんが、そこでの取組について何か御意見、御提案とかがあれば

ということです。皆さん、いかがでしょうか。企画内容に対する質問とかでもいいと思

います。あるいは、ちょっと外れてしまいますが、まちサポへの御意見でも。 

 まずこれ、千葉商科大の学生さんが基本は参加していることが大前提なのですよね、

助成金の条件として。 

○事務局 そうです。千葉商科大の大学生さんに、このプロジェクトの説明会を開きま

して、それで参加者を募集しようというふうに思っております。 

○委員長 千葉商科大の学生さんが、それぞれの３市で何か企画を考えて、３市でやる

ということですよね。 

 先ほども言いましたが、北総線の沿線だから、それこそ北総鉄道とかを白井市さん経

由とかで口説き落として、駅前で例えば子供たちと一緒に防災の展示をやるとか。今日

も白井駅から私は来ましたが、今日は駅前の改札横のスペースが空いていました。あそ

こでよく野菜を売っていますよね。あそこで例えば、みんなでそういう展示とか体験を

やるとかもできるかもしれません。 

 アプリの開発を20万でやるのは大変なので、パネルとか作るとか、そういう体験の防

災グッズを背負ってみようとか、そういうものをみんなで考えて、あそこでやることは、

すごくつながりを感じられていいかなと思います。そういうのを皆さんもし思いついた

ものがあれば。 

○●●委員 一応今、私も大学に所属しています。３つのポイントがありましたね。協

働活動が学生にとって学びとなるか、教員と地域の触れ合いにつながるか、その活動が

大学と地域の永続的なつながりに発展し得るのかどうかということですね。それは、単

年度の助成事業だとは思うのですが、私は３番目がすごく大事だと思っています。継続

性という点では、こういった事業は、１年やって、はい終了というふうになりがちです

し、確かに学生たちは卒業してしまうので、人材も入れ替わるということにはなります

ので、難しいところがあります。しかし、大学という機関は、現状の国内の状況だと、

大体20歳前後の学生さんたちが常にそこにいると。そういう機関なのです。 

 ですから、まずは、今回１年間の取組をただ成功させるというのが大前提なのですけ

れども、学生たちが教員の皆さん方と、特に交流と学習を深めて、長期でどんな形で継
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続的な取組をしていくかとか、どういうふうに引き継ぎながらできる仕組みを発展させ

ていくかとか、そういったことを検討していくということも入れ込んでいくといいかな

と思うのです。 

 先ほど委員長もおっしゃられていたように、こうした事業は、学生、若者たちがチャ

レンジしたいと思っていることを調べる絶好の機会ですし、大学の教員がどんな志向性

を持っていて、どんなチャレンジを地域としたいと思っているのかということについて

も、身近に聞き出せるチャンスでもあると思います。 

 取組の申請書を見ていないので何とも言えないですが、申請の中身はもちろんきちん

とやりつつ、３番目に挙げている継続性のところを照らすと、その取組を発展させても

いいし、類似の形で別のところに展開してもいいのだと思いますが、ここが大事かと思

います。社会連携推進課という部署があるみたいですが、そこにつながるような形で、

事業に取組みながら、継続的に関係を発展していくようなところを見据えた知見も集め

ていく、そんなようなところを含んだ形で活動を進めていけると、有益だと思うのです。 

 おそらくそういった知見が、先ほどのまち協の課題のところともつながっていくのだ

と思うのです。そのようなことを検討されるといいのではないかという所感です。 

○委員長 ありがとうございます。何かありますか。ほかの方はどうですか。 

 どうぞ。 

○●●委員 ちょっと聞きたいのですけれども、白井と印西と鎌ケ谷、学生さんがここ

から通っているというような情報はあるのでしょうか。 

○事務局 具体的な地域に住んでいる大学生の情報までは、きちんと掴めていないです。

今までボランティアに来てくれた学生さんたちは、市川とか船橋とか八千代とか、残念

ながら白井市はいなかったのですけれども、多分いないことはないと思うのです。 

○委員長 もちろん白井とか、在住であれば一番いいと思いますが、多分、今回の趣旨

としては、別に在住には限らずということですよね。キャラバンをやる大学生さん自体

は、例えば市原市に住んでいても、佐倉市に住んでいても、一応いいわけですよね。 

○事務局 そうですね。在住の白井、印西、鎌ケ谷に住んでいなくても、一緒に地域の

人たちを、子供たちと一緒に活動してくれるという意味で、大学生たちが参加してくれ

ればというふうに思っています。 

○委員長 私もいっぱい聞いて恐縮ですけれども、大学との絡みで言うと、さっきのま

ち協の議論でも、最近、関係人口とか交流人口、定住人口とかいろいろな言葉がありま

す。例えば、このまち協って、認可地縁団体になったりしないですよね。あくまで任意

団体ということで言えば、ある意味、入会資格というのですか、メンバーの資格という

のは、おおらかに設定もできるわけではないですか。 

 白井には実家があるけれども、市原市に住んでいるという、例えば私がそういう設定

だったとして、市原市の地元でも多少、地域活動をやっているけれども、親父、おふく
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ろが住んでいる白井のまち協というのが立ち上がったのだなと。私も、それこそさっき

言った子育てが終わった、時間を持て余している設定だったとして、白井のまち協をお

手伝いしてみようかなと思ったとするじゃないですか。そういう門戸をというか、オー

プンマインドで広げていただければ、多分、白井のニュータウンもそれぐらいの世代に

入っていますよね、多分。高齢化されていれば、息子さん、娘さんが白井に住んでいな

くて、どこか別のところに住んでいるとか。 

 東京だと地域活動ってほとんどないから、地域活動をしたいとなると、むしろ実家で、

もしかしたら、まだ中学の同級生が住んでいたりとかするかもしれない。だから、あま

り狭めて考えないで、住んでいる人たちだけで考えてしまうと、地域の課題解決は難し

いことが多いので、もうちょっと関係人口論とかを紐解くと、先ほど出てきた在住、在

学、在勤、データセンターもできれば、そこで働く人も出てくるかもしれないし、さら

に実家が白井にある方とかも含めたら、結構もっと広がるかなと思いました。というよ

うなお話の後に何か。 

 どうぞ。 

○●●委員 真面目な話の後で恐縮なのですけれども、まず、この三つの市の「何と呼

ぶの」みたいなのを公募で選ぶとか。若者防災キャラバンで、今はたらく細胞みたいな

ちょっとしたショートムービー的なものができると、若者が食いつくかなみたいな、そ

んな気がしました。 

 以上でございます。 

○委員長 ぜひ。私はKISかなと思いました。鎌ケ谷、印西、白井で。別になくても良

いですが、あったほうがいいし、それぞれの市に一応、市民活動支援組織があるのだか

ら、センターも。３市の枠組み、これをきっかけに３市で、例えば同日に駅前で募金活

動をするとか、啓発活動をするとか、いろいろ連携できる余地はあると思います。これ、

いいきっかけじゃないですか。素晴らしいきっかけをつくれたと思うので、ぜひ、これ

をうまくやっていただきたいなと思いました。 

 ほかにいかがですか。大丈夫ですか。 

 今日の話をぜひ参考にしていただいて、あと、くどいですけれども、せっかく出た意

見を、ユースセンターをつくれとまでは言いませんが、空き店舗活用とかでもいいので、

何かの形にできないかなと思います。あと、最近のトレンドとしては、白井高校で空き

教室とかがあれば、逆にNPOは、神奈川県とかでパノラマさんというところが始めて、

普及し始めているのです。校内カフェといって、校内にNPOが出張っていって、そこで

居場所づくりをするみたいなプロジェクトとかもあったりします。もし白井のNPOさん

が校内にアクセスできるのであれば、空き教室とかを借りて、そういうたまり場的なカ

フェみたいなことをやれると面白いのではと思います。 

 そこは今、大分ハードルが高いですが、先ほど言ったとおり、来て来てと言うだけで
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はなくて、こちら側も何かギバーの精神で、お互いハッピーになれればいいかなと思い

ましたということです。 

 

（４）今後の委員会予定について[公開] 

（事務局説明） 

〇質疑なし 


